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改

選

後

初

の

境

港

市

議

会

が

３

月

２

３

日

に

閉

会

し

ま

し

た

。

初

の

一

般

質

問

に

た

っ

た

長

尾

達

也

市

議

は

、

�

長

寿

を

喜

び

合

え

る

境

港

へ

健

康

増

進

活

動

の

促

進

、

�

運

転

免

許

証

の

自

主

返

納

が

で

き

る

環

境

整

備

に

つ

い

て

と

り

あ

げ

、

安

田

共

子

市

議

は

、

�

原

発

事

故

時

に

安

定

ヨ

ウ

素

剤

事

前

配

布

、

�

核

廃

絶

へ

の

と

り

く

み

に

つ

い

て

質

疑

を

お

こ

な

い

ま

し

た

。

 

国

保

税

お

よ

び

介

護

保

険

料

の

引

き

上

げ

に

、

党

市

議

団

は

委

員

会

で

も

本

会

議

で

も

反

対

を

貫

き

ま

し

た

が

、

賛

成

多

数

で

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

 

安

田

議

員

 

原

発

事

故

時

に

は

放

射

性

ヨ

ウ

素

被

曝

の

影

響

を

子

ど

も

は

受

け

や

す

い

。

福

島

県

で

も

検

査

や

実

態

把

握

を

続

け

て

い

て

、

甲

状

腺

が

ん

に

か

か

っ

て

い

る

子

ど

も

、

手

術

を

受

け

て

い

る

子

ど

も

の

数

が

多

く

な

っ

て

い

る

。

 

兵

庫

県

篠

山

市

で

は

、

３

か

月

か

け

て

３

０

回

、

地

区

ご

と

の

き

め

細

か

い

配

布

会

を

実

施

し

た

結

果

、

６

割

以

上

の

子

ど

も

が

事

前

配

布

を

受

け

た

。

 

何

割

程

度

の

子

ど

も

に

、

受

け

取

り

に

来

て

ほ

し

い

と

い

う

こ

と

は

考

え

て

い

な

い

か

。

 

 

周

知

に

努

め

る

 

 木

下

防

災

監

 

事

前

配

布

を

受

け

る

か

ど

う

か

は

個

人

の

判

断

。

何

人

に

、

と

は

考

え

て

い

な

い

が

、

周

知

は

し

っ

か

り

行

な

い

た

い

。

 

安

田

議

員

 

学

校

、

保

育

園

、

幼

稚

園

で

の

チ

ラ

シ

配

布

も

で

き

る

。

乳

幼

児

健

診

の

時

に

周

知

す

れ

ば

全

部

の

子

ど

も

の

保

護

者

に

届

く

。

具

体

的

な

周

知

方

法

は

。

 

木

下

防

災

監

 

市

報

や

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

想

定

し

て

い

る

が

、

そ

の

他

に

も

会

合

の

中

で

お

知

ら

せ

し

て

い

き

た

い

。

毎

年

度

行

う

。

 

安

田

議

員

 

そ

も

そ

も

な

ぜ

服

用

が

必

要

か

と

い

う

こ

と

を

し

っ

か

り

と

市

民

に

知

ら

せ

る

こ

と

が

重

要

。

「

知

ら

な

か

っ

た

か

ら

希

望

し

な

か

っ

た

」

で

は

意

味

が

な

い

。

 

医

師

、

薬

剤

師

や

関

係

機

関

の

協

力

や

体

制

も

大

切

だ

。

職

員

体

制

の

強

化

も

必

要

。

市

長

の

考

え

を

う

か

が

う

。

 

中

村

市

長

 

肝

心

な

こ

と

は

、

い

か

に

安

全

に

、

い

か

に

被

害

少

な

く

避

難

で

き

る

か

と

い

う

こ

と

。

事

前

で

あ

れ

、

避

難

時

で

あ

れ

、

医

師

協

会

や

薬

剤

師

会

の

皆

さ

ん

と

し

っ

か

り

連

携

し

て

、

被

害

を

最

小

限

に

と

ど

め

る

よ

う

努

め

た

い

。

 

 

長

尾

議

員

 

策

定

中

の

「

健

康

づ

く

り

推

進

計

画

（

仮

称

）

」

で

は

、

高

い

目

標

を

掲

げ

、

実

現

す

る

行

動

計

画

を

た

て

、

全

庁

挙

げ

て

進

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

考

え

る

が

ど

う

か

。

 

 

全

庁

的

体

制

で

 

と

り

く

む

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中

村

市

長

 

 

中

村

市

長

 

「

鳥

取

県

健

康

づ

く

り

文

化

創

造

プ

ラ

ン

」

の

各

種

目

標

を

勘

案

し

、

本

市

の

実

態

に

合

っ

た

目

標

値

の

設

定

、

取

り

組

み

を

計

画

に

盛

り

込

み

、

全

庁

的

検

討

と

調

整

を

図

り

進

め

た

い

。

 

広

が

る

百

歳

体

操

 

長

尾

議

員

 

健

康

づ

く

り

を

旺

盛

に

広

げ

る

ヒ

ン

ト

が

「

い

き

い

き

百

歳

体

操

」

の

と

り

く

み

だ

。

住

民

の

身

近

な

会

館

で

日

常

的

に

各

種

の

健

康

づ

く

り

の

運

動

が

行

わ

れ

れ

ば

、

画

期

的

に

広

が

る

。

「

い

き

い

き

百

歳

体

操

」

の

広

が

り

を

ど

う

見

て

い

る

か

。

 

伊

達

福

祉

保

健

部

長

 

市

民

が

健

康

づ

く

り

を

し

な

い

と

い

け

な

い

、

仲

間

と

一

緒

に

や

ろ

う

と

い

う

グ

ル

ー

プ

が

広

が

る

よ

う

支

援

し

て

い

き

た

い

。

 

 

マ

ン

ボ

ウ

タ

イ

ム

は

 

研

究

し

た

い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松

本

教

育

長

 

 

長

尾

議

員

 

プ

ー

ル

は

健

康

づ

く

り

に

大

事

な

施

設

。

７

０

歳

以

上

と

障

が

い

者

、

機

能

回

復

訓

練

の

方

は

無

料

で

活

用

さ

れ

て

い

る

が

、

６

５

歳

か

ら

７

０

歳

ま

で

の

方

は

利

用

料

３

０

０

円

の

軽

減

タ

イ

ム

（

マ

ン

ボ

ー

タ

イ

ム

）

が

設

け

ら

れ

て

い

る

が

、

ほ

と

ん

ど

利

用

さ

れ

て

い

な

い

。

割

安

定

期

券

の

発

行

と

か

、

６

０

歳

以

上

を

大

幅

に

軽

減

す

る

な

ど

検

討

し

て

は

ど

う

か

。

 

松

本

教

育

長

 

確

か

に

マ

ン

ボ

ウ

タ

イ

ム

の

利

用

は

多

く

な

い

。

時

間

設

定

や

料

金

を

ど

う

し

て

い

く

か

な

ど

、

体

育

館

等

と

も

合

わ

せ

、

引

き

続

き

研

究

し

て

い

き

た

い

。

 

 

 

 

長

尾

議

員

 

と

り

く

み

が

進

ん

で

い

る

と

は

い

え

、

が

ん

検

診

、

特

定

健

診

な

ど

受

診

率

は

２

、

３

割

台

。

こ

の

大

幅

向

上

に

は

市

民

の

学

習

機

会

を

増

や

し

、

正

し

い

知

識

の

普

及

が

必

要

と

考

え

る

が

ど

う

か

。

 

伊

達

福

祉

保

健

部

長

 

早

期

発

見

、

早

期

治

療

が

大

事

。

医

師

協

会

の

協

力

も

得

て

「

ミ

ニ

学

習

会

」

な

ど

を

開

い

て

い

る

が

、

さ

ら

に

取

り

組

み

た

い

。

 

 

余子公民館・「いきいき百歳体操」 

境港市民プール 

安田とも子議員 

議会運営委員会 

経済厚生委員会（副委員長） 

予算委員会 

基地・空港港湾特別委員会 

 

長尾達也議員 

総務民教委員会 

予算委員会 

災害対策特別委員会 

議会改革推進特別委員会 



 

毎週 水曜日 午前１０時～１２時 

会場 日本共産党境港市委員会 

湊町 55 ☎44-0039 

商工会議所 

境港市役所 

合銀境港支店 

今井書店 

党事務所
党事務所党事務所
党事務所 

  
 

日

日

本

本

共

共

産

産

党

党

境

境

港

港

市

市

議

議

団

団

 

 

を

し

な

が

ら

考

え

て

い

き

た

い

。

 

  

全

校

で

玉

栄

丸

事

件

 

 

学

習

の

機

会

を

 

 

安

田

議

員

 

市

内

全

部

の

学

校

で

、

玉

栄

丸

事

件

や

空

襲

に

つ

い

て

学

習

す

る

機

会

を

も

っ

た

ら

と

思

う

が

ど

う

か

。

 

松

本

教

育

長

 

玉

栄

丸

事

件

の

概

要

も

わ

か

っ

て

き

て

お

り

、

学

び

や

す

い

資

料

も

作

ら

れ

る

な

ど

、

学

校

で

学

び

や

す

い

環

境

が

で

き

て

い

る

。

学

習

内

容

は

そ

れ

ぞ

れ

学

校

で

判

断

す

る

こ

と

だ

が

、

機

会

を

と

ら

え

て

呼

び

か

け

て

い

き

た

い

。

 

  

安

田

議

員

 

市

は

非

核

都

市

を

宣

言

し

、

平

和

首

長

会

議

に

も

加

盟

し

、

非

核

平

和

写

真

展

、

戦

没

者

慰

霊

祭

、

平

和

行

進

歓

迎

行

事

な

ど

を

開

催

、

広

島

へ

の

修

学

旅

行

な

ど

平

和

教

育

に

と

り

く

ん

で

い

る

。

境

港

市

議

会

も

昨

年

９

月

議

会

で

「

核

兵

器

禁

止

条

約

の

早

期

批

准

を

求

め

る

意

見

書

」

を

政

府

に

送

付

し

た

。

 

い

ま

、

さ

ら

な

る

平

和

、

核

兵

器

廃

絶

の

と

り

く

み

が

求

め

ら

れ

て

い

る

と

思

う

が

ど

う

か

。

 

 

平

和

推

進

活

動

 

今

後

も

真

摯

に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中

村

市

長

 

 

中

村

市

長

 

恒

久

平

和

は

全

人

類

共

通

の

願

い

だ

が

、

人

類

は

今

な

お

核

兵

器

の

脅

威

に

さ

ら

さ

れ

て

い

る

。

核

兵

器

の

脅

威

と

平

和

の

尊

さ

を

風

化

さ

せ

る

こ

と

な

く

、

次

世

代

に

引

き

継

ぐ

こ

と

が

必

要

だ

。

今

後

と

も

平

和

推

進

活

動

に

真

摯

に

と

り

く

ん

で

い

き

た

い

。

 

安

田

議

員

 

平

和

首

長

会

議

が

賛

同

す

る

「

ヒ

バ

ク

シ

ャ

国

際

署

名

」

を

、

市

民

に

よ

び

か

け

て

い

る

自

治

体

も

あ

る

。

核

兵

器

禁

止

条

約

に

不

参

加

を

表

明

し

て

い

る

日

本

政

府

の

態

度

を

改

め

さ

せ

る

こ

と

も

必

要

。

具

体

的

な

考

え

は

な

い

か

。

 

中

村

市

長

 

今

後

も

で

き

る

こ

と

に

つ

い

て

は

、

い

ろ

い

ろ

検

討

し

て

対

応

し

た

い

。

 

安

田

議

員

 

ヒ

バ

ク

シ

ャ

国

際

署

名

を

と

り

く

ん

で

い

る

こ

と

を

理

由

に

、

教

育

委

員

会

が

一

昨

年

、

原

爆

写

真

展

の

名

義

後

援

を

断

っ

た

こ

と

が

あ

る

が

、

今

後

は

後

援

す

べ

き

で

は

な

い

か

。

 

中

村

市

長

 

依

頼

が

あ

っ

た

場

合

は

、

教

育

委

員

会

と

も

よ

く

協

議

し

て

適

切

に

判

断

を

し

た

い

。

 

松

本

教

育

長

 

市

長

と

も

相

談

長

尾

議

員

 

不

安

を

も

ち

な

が

ら

免

許

証

返

上

を

悩

ん

で

い

る

市

民

は

多

い

。

病

院

、

買

い

物

、

習

い

事

な

ど

な

ど

、

日

常

生

活

を

不

便

な

く

や

っ

て

い

け

る

環

境

を

つ

く

る

こ

と

が

重

要

。

「

は

ま

る

ー

ぷ

バ

ス

」

の

無

料

パ

ス

や

タ

ク

シ

ー

料

金

割

引

な

ど

を

含

む

総

合

的

検

討

が

必

要

と

考

え

る

が

ど

う

か

。

 

中

村

市

長

 

無

料

パ

ス

ま

で

は

考

え

て

い

な

い

が

、

民

間

と

も

連

携

し

て

支

援

制

度

の

周

知

と

拡

充

に

と

り

く

み

た

い

。

 

 

国保の制度改正と介護保険料の引き

上げ議案に日本共産党市議団は反対し

ました。資産割廃止により6割の世帯で

引き上げとなる国保税について、長尾

議員が次のように討論を行いました。 

 

あまりにも大きな負担増 

------ 長尾議員が討論 

 

「制度改変による影響はあまりにも大き

い。今でも県内４市中最も高い国保税のさ

らなる負担増は、滞納をさらに増やし診療

抑制、重症化を生む。資産割を廃止する

のであれば、一般会計から繰り入れてで

も、これ以上の負担増を求めない措置をと

るべきだ」 

 

学校給食の調理業務の 

民間委託準備経費を 

市が予算化 

 

新年度一般会計予算で、学校給食セ

ンター調理業務等の民間委託の準備経

費が予算化されました。これに対し、安

田議員が次のように指摘し、反対討論

をおこないました。 

 

教育的メリットは疑問 

------ 安田議員が討論 

 

「給食は、栄養士、調理員、事務スタッ

フ、学校職員が連携して、子どもたちにより

良い食事を提供するもの。調理業務はそ

の根幹で、専門スタッフの民間委託は、結

局、運営経費の削減が目的で、教育的な

メリットがあるのか疑問。給与の格差解消

をいうなら、非正規職員の待遇改善こそ

必要だ」 

？？？？？？？？？？？？？
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？
？？？？？？？？？？？？？ 

  
 

全

国

で

米

軍

や

自

衛

隊

機

の

部

品

落

下

事

故

が

問

題

と

な

っ

て

い

ま

す

が

、

美

保

基

地

配

備

予

定

の

大

型

ヘ

リ

Ｃ

Ｈ

４

７

Ｊ

が

３

月

６

日

、

沖

永

良

部

島

で

同

様

の

事

故

を

お

こ

し

ま

し

た

。

 

 

 

共

産

党

境

港

市

議

団

は

米

子

市

議

団

な

ど

と

、

中

国

四

国

防

衛

局

美

保

防

衛

事

務

所

(

米

子

)

に

「

事

故

の

原

因

究

明

・

機

体

改

良

が

済

む

ま

で

の

配

備

と

飛

行

の

中

止

を

」

と

申

し

入

れ

を

行

い

ま

し

た

。

（

写

真

）

 

・ 市の「健康づくり推進計画」

の策定作業がはじまります。 

・ 就学援助の入学準備金に続

き、ひとり親家庭入学支度金も

入学前に支給されます。 

・ 子育て世代

に家事育児の

訪問支援が実

施されます。 

・ 夕日ヶ丘の

歩道に防犯灯

を設置します。 

・ 荒廃農地などを再生す る

「農地耕作条件改善事業」が

開始されます。 


